
文献探索の基礎

日時： 2025年4月18日（金） 12:15-13:00
2025年4月22日（火） 12:15-13:00
※同一内容

⚫配布資料、本日の講習会に関するアンケートのURLは

案内メールに添付。Zoomチャットにも投稿します。

⚫講習会中にご質問があれば、 Zoomチャットで投稿してください。

文献探索の基礎
2025.4

GRIPS図書館
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本日の内容
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1.文献探索の予備知識

2.GRIPS図書館所蔵資料の利用

3.オンライン資料／検索ツール

4.GRIPSにない資料の利用

1. 文献探索の予備知識
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・ 論文作成と文献探索

・ 参考文献リストの見方

・ 文献探索ナビゲーション



論文作成と文献探索

⚫論文作成の流れ

⚫図書と雑誌論文の違い
図書
• 定説的・体系的な知識

• 速報性には欠ける（出版までに時間がかかる）
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先行研究調査 テーマの確定 素材の収集 執筆 出版公表 評価

文献探索文献探索

1.文献探索の予備知識

雑誌論文

• 速報性＝最新の研究動向（定期的に発行）

• 論文のみで図書になっていない先行研究もある

参考文献リストの見方（1）
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⚫ SIST02 のスタイルで記述した例
⚫ 参考文献の記述スタイルは、研究分野や雑誌により異なる

松谷明彦. 人口流動の地方再生学. 日本経済新聞出版社, 2009, 243p.図書（単著）

著者

タイトル(書名) 出版者名

出版年

総ページ数

雑誌論文
藤本健太郎. 都市部の待機児童と地方の保育所閉所の対策に関する考
察. 静岡県立大学・経営情報学部研究紀要. 2017, 30(1), p. 17-29.

著者 タイトル(論文名)

巻(号)雑誌名 開始・終了ページ出版年

論文集
（複数著者
による図書）

有本建男． “科学的助言のプロセスと原則” 科学的助言 : 21世紀の科学技術と政策形成．
有本建男ほか．東京大学出版会，2016，p. 37-54.

章の著者 章のタイトル(見出し)

出版者名図書の著者
開始・終了ページ

出版年

タイトル(書名)

1.文献探索の予備知識



参考文献リストの見方(2) シラバスの一部抜粋
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1.文献探索の予備知識

科目番号：MOR2000J
授業名： 計画と評価の数理

科目番号 STI2200J
授業名： 科学技術とアントレプレナーシップ

複数の版が出版されている図書（洋書）

雑誌論文（洋雑誌）

論文タイトル

雑誌名 巻号 開始・終了ページ

版： 6th ed. = 6th edition （第6版）

タイトル（書名）

著者 出版年

著者（２名） 出版者名 出版年

文献探索ナビゲーション
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1.文献探索の予備知識

資料のタイプに応じて検索ツールを選択

・ GRIPSで利用できる資料が見つかった場合

➢ 図書館で利用：

➢ オンラインで利用：

・ GRIPSにない資料の場合
➢ 他機関の図書館が所蔵する資料を利用

- 資料の取り寄せ（ILL）
- 訪問利用

➢ GRIPS図書館の蔵書として図書購入希望の申し込み

→資料1

GRIPS契約電子ジャーナル・電子ブックなど

図書、雑誌、GRIPS博士論文・ 修士論文



2. GRIPS図書館所蔵資料の利用
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・ 図書・雑誌の探し方

・ GRIPS博士論文、修士論文

⚫ OPAC で検索できる資料
・ 冊子の図書館所蔵資料（図書や雑誌等）

・ GRIPS契約の電子ブック

・ [オプション] 国内の他大学等図書館所蔵資料

⚫ OPACで検索できない資料（例）
・ GRIPS博士論文・修士論文

・ 雑誌論文 • 雑誌論文はGRIPS Discovery Serviceや各種論文データ
ベースで検索。全文リンクから本文が入手できる場合もある。

• 全文リンクがない場合は、掲載雑誌や巻号、ページ数を確認し、
OPACで雑誌を検索
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GRIPS所蔵の図書・雑誌を探す

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方

オンライン蔵書検索システム「OPAC」を検索

→資料2
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OPAC
簡易検索窓

図書館ウェブサイト

➢ インターネット環境があれば
どこからでも検索可能

OPAC検索画面

OPACトップページ（簡易検索）

詳細検索

https://glib.grips.ac.jp/drupal/ja

OPACトップページ
へのリンク

➢ G-wayにもOPACへのリンクあり

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方
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簡易検索画面

詳細検索

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方

キーワードをスペース区切りで
入力 →キーワード候補の提示
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詳細検索画面

簡易検索

検索先サイトの切り替え
GRIPS／他大学所蔵(CiNii Books)

資料種別

キーワード入力のポイント
• 空白で区切る（AND検索）

• 特徴的な言葉を厳選して入力

• 記号（「,」「.」「:」等）は入力不要

キーワード
（タイトル、編著者名、

件名等）

詳細な
検索条件
の指定

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方

検索例（図書）

13

簡易検索画面

検索結果一覧画面

検索結果の絞り込み
（資料種別、著者、キーワード等）

NDLサーチへのリンク
国立国会図書館と全国の図書館

の所蔵を同じ条件で検索

他大学所蔵の確認

図書の情報
・タイトル、著者等の情報

→クリックして詳細表示へ
・所在と請求記号、貸出区分
・利用状況（利用可／貸出中）

スペース区切りで入力

キーワード: 食 信頼 システム

図書・雑誌の探し方2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用



検索結果（図書） 詳細画面
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貸出区分

利用状況
・空欄＝利用可能
・貸出中の場合は返却期限と

予約人数の表示

貸出中資料の予約
→マイライブラリにログイン

所在
テキスト： 貸出不可
一般書架： 貸出可

請求記号
図書背ラベルの
請求記号順に配架

テキスト複本
貸出可能な複本、
電子ブックが利用できる場合
あり

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方

検索例（雑誌） 雑誌タイトル：Journal of international affairs
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※ 検索結果をあらかじめ
絞り込んでおきたい
ときは詳細検索を使用

タイトル
スペース区切りで入力

資料種別
（雑誌）検索先サイト

GRIPS／他大学所蔵(CiNii Books)

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方



検索結果（雑誌）
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雑誌の情報
・タイトル等の情報

→クリックして詳細表示へ
・所蔵年、所在

所蔵情報 （所在、所蔵年、所蔵巻号）
・雑誌コーナーにタイトル順に配架
・欠号に注意

・雑誌は館内利用／必要部分をコピー
・電子ジャーナルが利用できる場合あり→「電子ジャーナル・電子ブック検索」

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 図書・雑誌の探し方

⚫ 2012年度以前：
図書館で冊子を所蔵
⇒館内利用／必要部分のコピー可

⚫ 2013年度以降：
GRIPSリポジトリで全文公開

他大学博士論文を探せるデータベースの例

⚫ CiNii Research
⚫ IRDB（国内リポジトリの横断検索）
⚫ NDLサーチ
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https://grips.repo.nii.ac.jp/

GRIPS学術機関リポジトリで
検索・入手

※GRIPS Discovery Serviceでまとめて検索も可能

GRIPS博士論文

2. GRIPS図書館所蔵資料の利用 GRIPS博士論文、修士論文

GRIPS
学術機関
リポジトリ



図書館で所蔵
備付のリストで検索

※館内利用／必要部分のコピー可
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GRIPS修士論文

2. GRIPS 図書館所蔵資料の利用 GRIPS博士論文、修士論文

【冊子体】

【オンライン】一部のみ

GRIPS Student Portalで公開

※アクセスに関するお問い合わせは教育支援課へ

３. オンライン資料／検索ツール
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・オンライン資料のアクセス方法

・検索ツール

① 電子ジャーナル・電子ブック検索

② GRIPS Discovery Service

③ 各種データベース



https://www.grips.ac.jp/main/lib/
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データベース・電子ジャーナルリスト

GRIPS契約オンライン資料のアクセス方法

3. オンライン資料、検索ツール

学外からアクセスする場合

学外アクセスサービス
(EZproxy)経由で利用

学外から／持込みPCからのアクセス（EZproxy）
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→資料3

EZproxy ログインページ

<grips.idm.oclc.org>

Remote

GRIPS図書館ウェブサイト
「データベース・電子ジャーナル 」

https://www.grips.ac.jp/main/lib/en/search/database/

EZproxy用のID・パスワードで
ログイン

3. オンライン資料、検索ツール



検索ツール
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① 電子ジャーナル・電子ブック検索
➢ GRIPS契約の電子ジャーナル、電子ブックを探す

② GRIPS Discovery Service
➢ さまざまな学術的コンテンツをまとめて検索

③ 各種データベース
➢ 検索対象に応じたデータベースを選択して検索

3. オンライン資料、検索ツール

① 電子ジャーナル・電子ブック検索
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GRIPS契約の電子ジャーナルや電子ブック をキーワードで検索

本文アクセス可 検索画面

学外/持ち込みPC
Remote

学内
On Campus

3. オンライン資料、検索ツール



検索例（電子ブック）
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電子ブック
詳細

利用上の制限
・印刷／ダウンロード
可能ページ数

・同時アクセス数

目次／本文（各章）へのリンク

①電子ジャーナル・電子ブック検索

「全文アクセス」リンク
→提供元をクリックして

電子ブックページにアクセス

PDF表示

章ごとの
ダウンロード

3. オンライン資料、検索ツール

本文/メタデータ
（書誌データ）の

ダウンロード

検索結果

検索例（電子ジャーナル）
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検索結果 ＊利用したい巻号：最新号

①電子ジャーナル・電子ブック検索3. オンライン資料、検索ツール

「全文アクセス」リンク
→利用したい年・巻号が含まれる提供元を

クリックして、電子ジャーナルページにアクセス

利用可能範囲



② GRIPS Discovery Service 
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さまざまなコンテンツをまとめて検索 ※一部はオンラインで本文入手可能

【検索範囲】

・GRIPS契約の電子ジャーナル・電子ブック、データベース
・オンラインで公開されている学術情報などGRIPS契約外のコンテンツ

※図書館所蔵の図書、雑誌（紙媒体）は検索できない

→資料4
3. オンライン資料、検索ツール

検索条件
キーワード： 地方自治体 政策
（スペース区切り）

検索例（GRIPS Discovery Service ）
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検索結果件数

アクセスオプション
・今すぐアクセス（PDF）
・Full Text Finder（全文へのリンク）
・View record in ～
・Check Related Information 
(本文が利用できない場合の入手方法を確認)

詳細情報へのリンク
→全文収録サイトの

URL等

② GRIPS Discovery Service

検索結果の並べ
替え／表示変更

フィルタ（絞り込み）

3. オンライン資料、検索ツール
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電子ジャーナル/
電子ブック検索

GRIPS Discovery 
Service

検索対象 • 出版物のタイトル
（電子ジャーナル、
電子ブック）

• タイトル情報
➢ 出版物のタイトル
➢ 雑誌内の論文タイトル、

図書内の章タイトル

• 本文内の情報

本文リンク ○ △*

電子ジャーナル・電子ブック検索との相違点

* GRIPS契約電子ジャーナル・電子ブックや一般公開コンテンツ等の
本文が入手可能

② GRIPS Discovery Service3. オンライン資料、検索ツール

※注意点

⚫ 検索範囲が不明、幅広く検索できるが全てではない

⚫ 検索した論文が最新版ではない可能性

⚫ 信頼できる情報か判断が必要
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（例）Google Scholar： Google社提供の学術情報検索エンジン

インターネット検索の利用について

分野を問わず幅広い学術情報を探すことが可能

データベースも活用して文献情報を収集するのがおすすめ

③ 各種データベース

3. オンライン資料、検索ツール



⚫検索対象に応じた適切なデータベースを選択

（分野、文献タイプ、収録年等）

⚫オンラインで本文が入手できる場合もある
CiNii Research、EBSCOhost (Academic Search Premier)など

⚫アクセス方法：データベースにより異なる
・学内ネットワーク／Ezproxy経由
・図書館内のみ
・Web公開（無料）

データベースの選択
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③ 各種データベース3. オンライン資料、検索ツール

図書館ウェブサイト
＞データベース･電子ジャーナル

http://www.grips.ac.jp/main/lib/search/database/

検索対象とデータベースの例

⚫雑誌論文 ・日本：CiNii Research, IRDB

・海外： EBSCOhost (Academic Search Premier, Econlit), Scopus

⚫博士論文 ・日本： CiNii Research, IRDB, 国立国会図書館(NDL)サーチ

・米国： EBSCOhost (OpenDissertations)

⚫新聞/ ・日本： 朝日新聞クロスサーチ、日経テレコン21、ヨミダス（読売新聞）

ニュース ・海外： Global Newsstream

⚫法律情報 ・日本： WESTLAW JAPAN

・米国・EU等： Westlaw Next

⚫統計 ・日本： e-Stat（日本）

・海外： IMF eLibrary 、OECD iLibrary
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③ 各種データベース3. オンライン資料、検索ツール



CiNii Research（サイニィリサーチ）
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本文リンクの
有無

https://cir.nii.ac.jp/?lang=ja

⚫ 国内の学協会刊行物や大学
研究紀要等に掲載された
論文情報等を検索
➢ 論文タイトル、著者名、収録誌名、巻号、

発行年、掲載ページ、参考文献等

⚫ 本文が入手できる文献あり

⚫ 無料で検索可（ログイン不要）

フリーワード
・スペース区切りで入力
・論理演算検索も可（OR等）

→資料5

検索対象の切替： 論文を指定

雑誌論文の検索 （個別に探す）

③ 各種データベース3. オンライン資料、検索ツール

検索条件の例
・タイトル： AI  政策
・データ種別：論文

CiNii Research検索例
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論文の詳細情報
へのリンク

（無料公開の場合）
本文リンクから

本文を入手（例）

（一部有料）

③ 各種データベース3. オンライン資料、検索ツール



検索条件の例
・タイトル： 災害 政策
・本文リンク有無： 本文リンクあり

CiNii Research検索例（２）
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（本文有料の場合）
OPACでGRIPS図書館の雑誌所蔵を検索
→ GRIPSになければ、他の図書館から論文コピーを取り寄せ

③ 各種データベース3. オンライン資料、検索ツール

４. GRIPSにない資料の利用
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・他機関の図書館資料を利用

- 資料の取り寄せ（ILL）

- 訪問利用

・GRIPS図書館に購入をリクエスト

- 図書購入希望 ※学生のみ



他機関の図書館資料を利用

資料の取り寄せ（ILL） ※教員・学生

研究に必要な図書や文献コピーを他大学等の図書館から取り寄せる

申込： オンライン（図書館ウェブサイトのマイライブラリ）

料金： 研究目的に限り、基本的に図書館負担
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図書（借用） • 貸出期間等の利用条件は貸出館の指定による
• 同じ資料を複数回借りることはできない
• 雑誌や参考図書等は借用不可

文献コピー • 調査研究目的に限り一人につき一部まで、著作権法の範囲内で
雑誌論文等のコピーを取り寄せることが可能
➢ 著作物の一部分の複写が可能

複数著者の論考をまとめた図書の場合は各論考の一部分
➢ 発行後相当期間を経過した雑誌*に掲載された論文に

ついては各論文全体の複写が可能
*次号が既刊となったもの、または発行後3ヶ月を経たもの

→資料6

複数著者の図書
⇒図書取り寄せを利用

4. GRIPSにない資料の利用

他機関の図書館資料を利用

訪問利用
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他大学等の図書館を利用する
※事前照会や紹介状が必要な場合あり

【協定大学・機関の図書館】
協定により訪問して図書貸出サービスを受けることができる図書館

・ JICA図書館*

・ 国連大学ライブラリー（事前予約制）* 

・ 防災専門図書館
*専用の貸出カードが必要

4. GRIPSにない資料の利用

詳細はGRIPS図書館にお問い合わせください



図書購入希望 ※学生のみ

⚫政策研究に関する図書で学習・研究等に必要なものが
ある場合、図書購入希望をリクエスト

→図書館で検討の上、蔵書として購入

⚫対象外の資料
• すでに所蔵している図書の複本
• 各種資格試験対策・語学学習本
• 電子ブックや雑誌、電子ジャーナル、データベース等
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4. GRIPSにない資料の利用

（図書館ウェブサイトのマイライブラリから申し込み）

→資料7
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オンライン講習会の開催予定

講習会・
データベース

開催日時 講習会の内容

文献探索の基礎
4/18(金)
4/22(火)

※同一内容

12:15-
13:00

GRIPS蔵書検索、種類別
による資料の探し方など

日経テレコン21 5/1（木）
12:15-
13:15

日経テレコン活用方法
（新聞記事検索、
企業検索、人事検索）



お問い合わせ

ご質問やご相談があれば
お気軽にお尋ねください

lib@grips.ac.jp
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